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「
人
む
す
び
の
場
」
と
い
う
名
前
は
、「
む
す
ひ
（
産

霊
）」
と
い
う
、
も
の
を
生
み
出
す
力
の
こ
と
を
表
す

古
語
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
。「
お
む
す
び
」
の
語
源
も

こ
こ
に
あ
る
。
お
む
す
び
は
、
米
粒
を
空
気
が
入
る

よ
う
に
ふ
わ
っ
と
握
る
と
口
の
中
で
ほ
ぐ
れ
て
お
い

し
く
感
じ
る
。
そ
こ
か
ら
発
想
し
、
心
を
開
放
し
て

語
り
合
え
る
、
居
心
地
の
よ
い
、
何
か
が
生
ま
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
「
場
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

今
の
世
の
中
、
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
が
、
地
域
・

社
会
を
よ
く
し
た
い
「
思
い
」
を
持
っ
て
活
躍
し
て

い
る
人
財
も
多
く
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
財
と
直
に

ふ
れ
あ
い
、
刺
激
を
受
け
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る

多
様
な
人
た
ち
が
、
お
互
い
の
「
思
い
と
知
恵
」
を

分
か
ち
合
い
、
課
題
解
決
を
し
て
さ
ら
に
前
進
で
き

た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
に
な
る
よ
う
な
「
対
話
の
創

発
の
場
」
を
つ
く
れ
た
ら
、
と
思
い
立
ち
、
仲
間
と

共
に
立
ち
上
げ
た
「
人
む
す
び
の
場
」。
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
場
を
一
緒
に
つ
く
る
」
で
あ
る
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
枠
で
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め

て
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
話
を
受
け
て
「
ワ

ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
の
手
法
で
対
話
し
、
交
流
す
る

も
の
。
毎
回
の
記
録
は
ウ
ェ
ブ
に
公
開
し
て
い
る
。

（http://w
w
w
.terrestrial.co.jp/m

usubi

）

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
多
彩
で
あ
り
、
そ
の
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
宮
城
、
福
島
、
埼
玉
、
東
京
、
茨
城
、

千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
、
山
梨
、
愛
知
、
京
都
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
は
た
ま
た
世
界
に
も
及
ぶ
。
ま

だ
認
知
度
は
高
く
な
く
と
も
、
若
者
の
活
躍
の
モ
デ

1
「
人
む
す
び
の
場
」で
む
す
ぶ

　

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ※
１

と
い
う
会
議
手
法
が
こ
こ
数
年
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
も
定
期
的
に

そ
の
場
を
提
供
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
「
人
む
す
び
の
場
」
を
主
宰
し
て
い
る
が
、
２
０
０
８
年
７
月
か
ら

始
め
て
、
今
年
の
６
月
で
71
回
に
な
っ
た
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、「
世
の
中
に
〝
人
財
〞
は
い

る
。
面
白
い
〝
ア
イ
デ
ア
〞
も
あ
る
。
人
財
と
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
つ
な
ぐ
や
わ
ら
か
な
『
場
』
を
つ
く
り
、

有
機
的
に
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
『
熱
い
思
い
』『
知
恵
出
し
の
会
話
』『
多
様
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
が
生
ま
れ
、
共
感
の
輪
が
、
地
域
社
会
で
も
、
企
業
・
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
も
求
め
ら
れ
る

『
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
』
力
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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ル
に
な
る
よ
う
な
若
い
人
も
積
極
的
に
お
招
き
し
て

い
る
。

　

参
加
者
の
職
業
も
様
々
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、
行
政
、

金
融
機
関
、
大
学
生
、
企
業
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
行
政
書
士
、
大
学
教
授
、

教
師
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

　

毎
回
、「
気
づ
き
」
や
「
印
象
に
残
っ
た
こ
と
（
キ

ー
ワ
ー
ド
）」
な
ど
の
感
想
を
問
う
振
返
り
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
取
り
ま
と
め
を
し
て
、
翌
日
、
参
加
者

全
員
に
お
返
し
し
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は
「
分
野

を
超
え
た
つ
な
が
り
が
大
切
」「
異
質
は
面
白
い
！
」

「
新
た
な
気
づ
き
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
業
務
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
る
」
な
ど

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
が
、「
私
が
一
番
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う

感
想
を
述
べ
て
く
れ
る
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
は
、次
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　

①
４
〜
５
名
単
位
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
20
分

ほ
ど
の
会
話
を
す
る
。
②
次
に
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
の

一
人
だ
け
が
残
り
、
ほ
か
の
人
は
別
の
グ
ル
ー
プ
の

席
に
移
動
す
る
。
③
一
人
残
っ
た
人
は
新
し
く
テ
ー

ブ
ル
に
来
た
人
に
、
こ
れ
ま
で
の
会
話
の
概
要
を
説

明
す
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
そ
こ
か
ら

好
き
な
よ
う
に
新
た
な
会
話
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

―
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
連
想
さ
れ

る
ア
イ
デ
ア
を
集
団
で
話
し
合
っ
て
い
く
。

　

通
常
20
分
ほ
ど
の
会
話
を
、
メ
ン
バ
ー
を
代
え
て

計
３
回
行
う
。
多
い
人
は
３
テ
ー
ブ
ル
移
動
す
る
こ

と
に
な
る
。
み
つ
ば
ち
が
花
か
ら
花
へ
と
飛
び
回
り
、

ア
イ
デ
ア
を
他
の
花
へ
と
受
粉
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
最
初
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、

気
づ
き
や
発
見
を
統
合
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
た

り
、
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
集
合
的
発
見
を
収
穫
し
、

共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

今
、
企
業
の
み
な
ら
ず
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で

求
め
ら
れ
る
「
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
」
の
に
、

こ
う
し
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
の
課
題
解

決
へ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ※
２

」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
そ
の
一
つ
の
手
法

で
あ
る
。

　

①
話
し
や
す
い
、
②
発
言
の
機
会
が
多
く
な
る
、

③
参
加
者
全
員
の
意
見
が
集
ま
る
、
④
人
が
つ
な
が

り
、
自
由
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
―
―
こ
れ

が
こ
の
手
法
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
。
課
題
を
発
見
し
、

解
決
方
法
の
ア
イ
デ
ア
を
多
く
出
し
合
う
段
階
に
お

い
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。（
７
月
４
日
開
催
の
「
信

金
発
！ 

地
域
発
見
フ
ェ
ア　

全
国
信
金
役
職
員
交
流
会
」

で
も
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
が
実
施
さ
れ
た
。
＝
編
集
部
注
）

　
「
人
む
す
び
の
場
」
で
は
、
１
回
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
を
70
分
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
い
る
。
結
論
は
あ

2
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の
効
用

※１ 米国のアニータ・ブラウンと
デイビッド・アイザックスによっ
て、１９９５年に開発・提唱され
た。「知識や知恵は、機能的な
会議室の中で生まれるのでは
なく、人々がオープンに会話を
行い、自由にネットワークを築く
ことのできる『カフェ』のような
空間でこそ創発される」という
考えに基づいた話し合いの手
法。自分の意見を否定されず、
尊重される安全な場で、結論
を導いたり方向づけたりしな
い、自由な会話を行う。

「人むすびの場」参加者の年代は、大学生から70歳代までと幅広
く、性別でいうと圧倒的に男性が多い
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え
て
出
さ
な
い
。
し
か
し
、
多
様
な
人
た
ち
が
一
つ

の
テ
ー
マ
で
対
話
す
る
時
、
思
い
も
よ
ら
な
い
気
づ

き
が
生
ま
れ
る
も
の
だ
。
何
か
気
が
か
り
な
問
題
を

抱
え
て
参
加
し
た
人
が
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
ヒ

ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
、
視
野
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
。
自
分
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
他
者
と
対
話

し
、
他
者
を
受
け
入
れ
、
自
分
の
こ
と
に
改
め
て
気

づ
く
時
、
そ
こ
に
「
創
造
」
が
起
き
て
く
る
。
周
り

へ
の
眼
差
し
や
行
動
が
変
わ
っ
て
く
る
。ま
さ
に
、「
自

分
が
変
わ
れ
ば
、
世
界
が
変
わ
る
」
の
だ
。

※
２　

本
誌
２
０
１
３
年
４
月
号
58
ペ
ー
ジ
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
駆
使
し
た
課
題
解
決
へ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
慶

應
義
塾
大
学
大
学
院
特
別
招
聘
教
授 

保
井
俊
之
氏
を
参
照
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
都
市
と
農
」「
社

会
起
業
」「
食
」「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」「
子
ど
も
の
学

び
の
支
援
」「
若
者
支
援
」「
子
育
て
支
援
」「
林
業
」「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
限
界
集
落
」「
デ
ザ
イ
ン
」「
被
災

地
報
告
」
な
ど
、
様
々
な
人
と
人
・
人
と
モ
ノ
・
人

と
コ
ト
を
む
す
び
、
つ
な
げ
る
テ
ー
マ
で
開
催
し
て

き
た
。

　

そ
の
中
で
、
印
象
に
残
る
ゲ
ス
ト
の
回
を
三
つ
ほ

ど
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

1
〈
テ
ー
マ
〉
マ
イ
ク
ロ
モ
ノ
づ
く
り

町
工
場
を
元
気
に
す
る

「
マ
イ
ク
ロ
モ
ノ
づ
く
り
」
っ
て
何
？ 

〜
製
造
業
が
６
次
産
業
化
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
仕
掛
け
る
〜

〈
ゲ
ス
ト
〉 

宇
都
宮
茂
氏
（
株
式
会
社
ｅエ

ン

モ

ノ

ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
技

術
担
当
取
締
役
）

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
新
し
い
息
吹
を
感
じ
た
回

で
あ
っ
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
モ
ノ
づ
く
り
は
、
誰
も
が
絶
対
に
欲
し

い
と
思
う
マ
ス
ニ
ー
ズ
（
生
活
必
需
品
）
に
合
わ
せ

た
マ
ス
生
産
、
マ
ス
消
費
と
は
対
極
に
あ
る
考
え
方

で
あ
る
。
ど
こ
か
の
誰
か
が
絶
対
に
欲
し
い
と
思
う

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
（
千
差
万
別
）
に
合
わ
せ
て
、企
画・

デ
ザ
イ
ン
・
設
計
・
生
産
・
販
売
し
、
高
付
加
価
値
、

高
利
潤
の
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
。
宇
都
宮
さ
ん
た
ち

は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
企
画
段

階
か
ら
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。

　
「
自
社
製
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
は
『
外
』
で
は
な
く
自

分
の
『
内
側
』
に
あ
る
。
売
れ
そ
う
な
自
社
製
品
開

発
で
は
な
く
、
持
続
・
継
続
で
き
る
自
社
製
品
開
発

を
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
の
感
想
は
、「
収
益
よ
り
も
『
ワ
ク
ワ
ク
』

が
大
事
」「
コ
ー
チ
ン
グ
的
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
〝
引

き
出
し
て
〞
く
れ
る
人
（
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
人
）

の
役
割
は
大
き
い
」「
日
本
は
今
、
転
換
点
に
い
る
ん

だ
。
中
小
企
業
が
活
躍
し
中
心
に
な
れ
る
。
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
だ
と
認
識
」
な
ど
。

2
〈
テ
ー
マ
〉
若
マ
マ
の
当
事
者
パ
ワ
ー

若
い
マ
マ
た
ち
の
当
事
者
パ
ワ
ー
が
世
の
中
を
変

え
る

〜
未
来
を
育
む
マ
マ
た
ち
を
真
ん
中
に

社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
む
〜

〈
ゲ
ス
ト
〉 

掃か

部も
ん

ま
ゆ
氏
（
一
般
社
団
法
人
「Stand 

for m
others

」 

理
事
長
）

　

現
在
、
女
性
の
社
会
参
加
や
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
マ
マ
た
ち
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
喚
起

す
る
、伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
の
仕
方
を
学
ん
だ
。

　

掃
部
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
若
マ
マ
と
は
25
歳
以
下
で

第
一
子
を
産
ん
だ
、
マ
マ
人
口
の
約
10
％
の
女
性
。

毎
年
80
万
人
の
新
し
い
マ
マ
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
当

事
者
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す
に
は
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
『
マ

マ
語
に
翻
訳
』
し
て
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
だ
。
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
っ
た
時
、
他
人
事

か
ら
『
自
分
ゴ
ト
』
に
な
っ
て
初
め
て
『
自
発
』
が

生
ま
れ
る
。
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
の
視
点

が
見
つ
か
り
、『
今
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
』
を
考
え
、

行
動
し
て
み
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
。

　
例
え
ば「
乳
ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」よ
り「
か

わ
い
い
わ
が
子
を
泣
か
せ
な
い
た
め
に
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
の
ほ
う
が
心
に
響
く
。
心
に
響
け
ば
行
動

3
印
象
に
残
る
ゲ
ス
ト
の
回
と
学
び
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に
移
す
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

掃
部
さ
ん
の
「
マ
マ
は
す
べ
て
の
社
会
課
題
の

根
幹
。〝
マ
マ
が
真
ん
中
〞
の
社
会
改
革
を
進
め
よ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
心
打
た
れ
た
。
参

加
者
か
ら
「〝
マ
マ
語
翻
訳
〞
が
キ
ー
ワ
ー
ド⇒

ス

ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
、
語
る
こ
と
が
大
事
」「『
防

災
が
大
切
』
で
は
伝
わ
ら
な
い
。『
あ
な
た
の
子
ど

も
の
笑
顔
が
見
ら
れ
な
く
な
る
』
の
ほ
う
が
伝
わ

る
と
知
っ
た
」「
言
葉
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」

な
ど
、
若
マ
マ
の
行
動
原
理
を
他
の
こ
と
に
応
用

し
よ
う
と
す
る
感
想
が
あ
っ
た
。

3
〈
テ
ー
マ
〉
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
知
れ
ば
、
未
来
が
見
え
る

〜
な
ぜ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
伝
え
広
め
る
の
か
〜

〈
ゲ
ス
ト
〉 

佐
々
木
延
江
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
国
際
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
写
真
連
絡
協
議
会
〈
パ
ラ
フ
ォ
ト
〉

代
表
）

　
「
誰
も
が
人
生
の
当
事
者
と
考
え
て
い
る
。
長
野
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
か
ら
取
材
を
続
け
、
フ
ァ
ン
の

立
場
と
し
て
、
パ
ラ
フ
ォ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
自
費
で

競
技
会
に
参
加
し
て
い
る
。
選
手
の
素
晴
ら
し
い
活

動
を
知
り
、
伝
え
る
こ
と
が
社
会
に
役
立
ち
、
取
材

を
続
け
る
こ
と
は
楽
し
い
」
と
い
う
言
葉
に
、
佐
々

木
さ
ん
の
静
か
な
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

見
せ
て
も
ら
っ
た
パ
ラ
フ
ォ
ト
の
映
像
の
中
に
は
、

障
が
い
が
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
る
で
関
係
な
い
、
選

手
た
ち
の
美
し
く
、
強
く
、
輝
く
姿
が
あ
っ
た
。「
障

が
い
と
は
何
か
」「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
何
か
」
と
い
う
深

い
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

参
加
者
の
感
想
は
「
か
っ
こ
い
い
！　

ス
ポ
ー
ツ

す
る
、必
死
に
な
っ
て
い
る
姿
が
美
し
い
。命
の
輝
き
」

「
皆
『
ス
ポ
ー
ツ
』『
笑
顔
』『
元
気
』
を
求
め
て
い
る
」

「
Ｗｅ 

ａ
ｒ
ｅ 

ｆａ
ｎ
ｓ
に
な
れ
る
と
い
い
。
障
が
い

者
と
健
常
者
の
枠
を
す
る
り
と
取
り
払
っ
て
一
体
化

で
き
る
未
来
が
あ
る
」「
支
援
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
も
必

要
」
な
ど
。
ぜ
ひ
、
信
用
金
庫
の
店
舗
等
で
展
示
会

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

　

定
例
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
都
内
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
中
で
開
か
れ
る
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
参
加
者
間
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
飛
び
出
す
場
合

も
あ
る
。
野
外
に
出
か
け
、
現
地
を
視
察
し
、
現
地

の
人
と
語
ら
う
の
は
楽
し
く
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

①
人
む
す
び
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
〝
五
感
で
小

菅
村
〞

　

第
23
回
の
茅
原
裕
昭
さ
ん
（
㈶
都
市
農
山
漁
村
交

流
活
性
化
機
構 

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

長
）
の
回
の
後
、
参
加
者
有
志
で
企
画
し
た
も
の
。

　

都
市
生
活
の
喧
騒
か
ら
離
れ
て
、
東
京
の
水
源
・

多
摩
川
の
源
流
〝
山
梨
県
小
菅
村
〞
で
の
源
流
体
験
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
小
菅
の
味
づ
く
り
体
験
、
村
内
視

察
、
村
人
と
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
な
ど
、
五
感
を

フ
ル
に
使
っ
て
村
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

4
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
か
ら
の
展
開
・
発
展

〜
五
感
で
感
じ
る
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー

多摩川の源流である小菅川での源流体験。水源は東京都が管理しているが夏期だけ、
子どもたちの環境教育のために開放される
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ま
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協
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促
進
を
図
る
情
報
発
信

ま
ち
と
協
働
で
移
住
促
進
を
図
る
情
報
発
信

ま
ち
と
協
働
で
移
住
促
進
を
図
る
情
報
発
信

ま
ち
と
協
働
で
移
住
促
進
を
図
る
情
報
発
信

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
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し
て

「信用金庫」2014・8

　

実
際
の
事
業
に
つ
な
が
る
、
新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

東
京
の
自
治
体
職
員
が
、
も
と
も
と
、
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
代
表
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
部
下
職

員
が
ゲ
ス
ト
の
「
若
者
の
支
援
の
し
か
た
」
の
回
に

出
た
こ
と
で
弾
み
が
つ
き
、
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
で
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業
「
若
者
支
援
事
業
（
お

と
な
大
学
）」
協
働
事
業
が
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

中
小
企
業
診
断
士
の
木
村
裕
美
さ
ん
（
第
25
回

ゲ
ス
ト
）
に
よ
れ
ば
、
第
18
回
「
離
島
と
東
京
を

結
ぶ
」
の
回
で
、
島
根
県
海あ

士ま

町
観
光
協
会
職
員

で
「
離
島
キ
ッ
チ
ン
」
と
い
う
移
動
販
売
車
を
運

営
し
て
い
る
佐
藤
喬
さ
ん
と
知
り
合
い
、
つ
な
が

り
が
で
き
た
。

　

埼
玉
に
は
海
が
な
い
の
で
、
急
速
冷
凍
技
術
を
活

用
し
た
「
寒
シ
マ
メ
（
ス
ル
メ
イ
カ
）
の
肝
醤
油
漬

け
丼
」
の
試
食
販
売
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
西

川
口
に
お
い
し
い
「
離
島
」
が
や
っ
て
き
た
、
と
評

判
に
な
り
、
そ
の
後
、
海
士
町
大
島
高
等
学
校
の
生

徒
が
販
売
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
た
。
島
根
県

の
離
島
・
海
士
町
と
言
え
ば
、
先
進
的
な
地
域
づ
く

り
で
知
ら
れ
る
有
名
な
島
で
、
３
０
０
人
以
上
の
Ｉ

タ
ー
ン
者
が
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
も
海
士
町
と
川

口
市
の
関
係
は
続
い
て
い
る
。

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
畑
で
野
菜
を
、
山
で

タ
ケ
ノ
コ
を
採
っ
て
、
い
の
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ

の
ま
ま
い
た
だ
く
贅
沢
や
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
食
事
を
つ
く
る
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

　

子
ど
も
は
土
に
触
れ
、
丸
ご
と
の
野
菜
を
体
験
し
、

五
右
衛
門
風
呂
を
沸
か
し
た
り
、
山
羊
と
遊
ん
だ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
楽
し
ん
だ
。
身
の
回
り
に
あ
る

豊
か
さ
を
感
じ
、
感
謝
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
第
37
回

ゲ
ス
ト
の
コ
ロ
ッ
ト
代
表
の
峯
岸
祐
高
さ
ん
と
は
、

継
続
し
た
付
き
合
い
を
し
て
い
る
。

②
初
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
＠
所
沢
コ

ロ
ッ
ト
の
「
食
を
通
じ
た
や
さ
し
い
つ
な
が
り
」

＆　
「
い
の
ち
の
恵
み
を
味
わ
う
日
」

　

東
京
か
ら
１
時
間
の
埼
玉
県
・
所
沢
に
あ
る
農
家

民
宿
コ
ロ
ッ
ト
で
、
畑
の
農
作
物
を
収
穫
し
、
初
夏

5
「
人
む
す
び
の
場
」の
縁
か
ら
生
ま
れ
た

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

山からはタケノコを掘り出し、畑からは野菜を
収穫。新鮮な食材をそろえてＢＢＱが行われた

農体験によって、にんじんに緑の葉っぱがある
ことを初めて知った子どももいる

子どもたちがしっかりとお手伝いをしたおかげで（？）梅雨空
に晴れ間がのぞき、太陽の下でＢＢＱを楽しむことができた
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リ
テ
ー
タ
ー
人
財
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
組
織
に
も
ま

ち
に
も
、活
力
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
だ
。

　
「
人
む
す
び
の
場
」
で
は
、
日
本
中
の
様
々
な
地
域

の
方
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
毎
月
、
開

催
し
て
お
り
、
予
定
は
Ｈ
Ｐ
で
告
知
し
て
い
る
。
よ

ろ
し
け
れ
ば
、
東
京
近
郊
の
信
用
金
庫
の
方
に
限
ら

ず
地
方
の
方
も
出
張
の
際
な
ど
に
お
寄
り
い
た
だ
き
、

自
ら
が
「
場
づ
く
り
人
」
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

参
加
す
る
こ
と
で
、
多
様
で
異
質
な
見
方
、
ア
イ

デ
ア
に
触
れ
、
頭
の
中
に
風
が
吹
き
、
自
分
の
ア
イ

デ
ア
も
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
を
請
け
合
う
。
そ
し
て
、

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
を
通
じ
た
交
流
の
楽
し
さ
や
ア

イ
デ
ア
創
出
の
手
法
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
組

織
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
、
こ
の
上
な
く
嬉
し
い
。

　

ま
ず
は
、
１
０
０
回
の
開
催
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ゲ
ス
ト
の
活
動
内
容
と
と
も
に
、
そ
の
方
の
あ
り
方
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
触
発
さ
れ
、
気
軽
な
場
の
中
で

心
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
。
あ
り
の
ま
ま
の
参
加
者
自

身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
引
き
出
さ
れ
、
磨
か
れ
る

場
と
な
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

知
恵
出
し
の
手
法
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
お

け
る
課
題
発
見
・
解
決
に
役
立
つ
。

　

最
近
は
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
職
場
の
中
で
意
見
交

換
を
す
る
機
会
も
減
っ
た
。「
カ
フ
ェ
的
会
話
」
を
職

場
で
の
会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
日
常
の
会
話
の
中

に
意
図
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
会
話
の
あ
り
方
を
変
え

て
い
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
信
用
金
庫
内
の
会
議
に

お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
取
引
先
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
地
域
サ
ー
ク
ル
等
の
場
面
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
こ
の
手
法
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

取
引
先
中
小
企
業
、
地
域
住
民
と
の
距
離
が
近
い

信
用
金
庫
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
金
融
機
関
に
は
な
い
、

地
域
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く
る
試
み
も
広
が
る
と
よ

い
と
思
う
。
市
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
、
大
学
生

な
ど
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
同
に
介
し
、

ま
ち
の
魅
力
や
未
来
を
語
り
合
う
場
の
仕
掛
け
人
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、

多
様
な
人
を
集
め
る
こ
と
と
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
よ
る
「
問
い
」
が
大
事
に
な
る
。
地
域
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
信
用
金
庫
内
に
場
を
進
行
で
き
る
フ
ァ
シ

7
「
人
む
す
び
の
場
」
の
い
の
り

6
信
用
金
庫
が「
対
話
と
創
発
の
場
」の

仕
掛
け
人
に

　

そ
し
て
、「
人
む
す
び
の
場
」
の
よ
う
な
〝
気
づ
き

と
学
び
の
場
〞
が
広
が
り
、
実
際
的
な
社
会
・
組
織

の
課
題
解
決
が
進
み
、
居
心
地
の
よ
い
世
の
中
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、い
つ
か
、大
き
な
会
場
で
「
活
動
見
本
市
」

が
で
き
た
ら
と
思
う
。
社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
れ
ま
で
の
ゲ
ス
ト
や
そ
の
活
動
に
関
心
を
持
つ

人
た
ち
が
横
に
つ
な
が
っ
た
「
対
話
と
創
発
の
場
」

が
で
き
た
時
、
ど
ん
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
の
か
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
の
か
、
楽

し
み
で
あ
る
。
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